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令和２年度 予 算
～防災減災に重点を置く
　　　　「防災・災害対応力強化予算」～

令和２年度 予 算

74億4,400万円
町民１人あたり　51万4,480円

（前年度比　＋3億6,400万円　＋5.1％）

一般会計

一 般 会 計 （歳入・歳出）

51億3,242万円
（前年度比　△3,571万円　△0.7％）

特別会計

125億7,642万円
町民１人あたり　86万9,198円

（前年度比　＋3億2,829万円　＋2.7％）

総　　額

歳　入

～防災減災に重点を置く
　　　　「防災・災害対応力強化予算」～

　

令
和
２
年
度
は
、
住
み
続
け

た
い
ま
ち
、
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
標
に
、
２
年
目

と
な
る
「
第
５
次
総
合
計
画

（
後
期
）」
と
初
年
度
の
「
第
２

期
総
合
戦
略
」
を
基
本
方
針
に
、

す
べ
て
の
施
策
が
人
口
対
策
に

効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
予
算

編
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
今
の
台
風
襲
来
を

教
訓
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
安

心
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

防
災
減
災
事
業
に
も
重
点
を
置

き
、「
防
災
・
災
害
対
応
力
強

化
予
算
」
と
し
ま
し
た
。
過
去

10
年
で
最
大
の
予
算
規
模
で
す
。

　

町
税
は
、
個
人
町
民
税
、
法
人
町

民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

で
増
収
を
見
込
み
、
前
年
度
比
２
，４

９
２
万
円
、
1
．0
％
の
増
に
な
り
ま

す
。

　

ふ
る
さ
と
み
ら
い
寄
付
金
は
、
前

年
度
と
同
額
の
１
億
円
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
積

み
立
て
た
基
金
を
社
会
福
祉
や
子
育

て
支
援
、
学
力
向
上
推
進
等
の
様
々

な
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
３
億
５
，２
０

０
万
円
の
う
ち
、
１
億
４
，２
０
０
万

円
は
社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、
保
健

衛
生
、
医
療
や
介
護
等
の
社
会
保
障

経
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

歳　出
　

投
資
的
経
費
と
な
る
普
通
建
設
事

業
費
は
前
年
度
比
４
，５
８
６
万
円
、

13
．６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
都
市

計
画
道
路
整
備
費
用
は
用
地
補
償
が

終
了
し
た
た
め
減
少
し
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
一
般
財
源
の
不
足
分
は
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
推
進
し

ま
す
。
防
災
・
災
害
対
応
力
の
強
化

に
よ
り
増
額
と
な
る
避
難
所
の
改
修

費
用
は
、
町
債
の
発
行
に
よ
り
対
応

し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
「
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
」
が
始
ま
り
、
臨
時
職

員
の
賃
金
が
物
件
費
か
ら
人
件
費
に

区
分
さ
れ
ま
す
。
こ
の
影
響
か
ら
人

件
費
は
２
億
９
，２
４
７
万
円
の
増
、

物
件
費
は
１
億
５
１
７
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

目標実現のための５つの重点施策
★産業振興の強化　　 ★医療・健康・福祉の充実
★健全財政の維持　　 ★安心安全のまちづくり
★子育て・教育支援の充実

町税
2,449,398千円
32.9%町債

440,300千円
5.9%

人件費
1,567,537千円
21.1%

物件費
1,413,414千円
19.0 %

補助費等
1,865,887千円
25.1%

貸付金
210,500千円
2.8%

普通建設事業費
600,466千円／8.1%
普通建設事業費
600,466千円／8.1%

扶助費
621,093千円
8.3%

その他  184,092千円／2.5%

繰出金
435,182千円
5.8%

繰出金
435,182千円
5.8%

公債費
545,829千円
7.3%

地方譲与税
148,100千円／2.0%

  繰入金
143,881千円
2.0%

  国県支出金
915,624千円
12.3%

地方交付税
2,070,000千円
27.8%

7,444,000千円

  繰入金
179,824千円
2.4%

自主財源  46.3%
依存財源  53.7%

義務的経費  36.7%
投資的経費  8.1%

諸収入
381,404千円
5.1%

分担金・
負担金他
435,350千円
5.8%

分担金・
負担金他
435,350千円
5.8%

地方消費税交付金他
424,000千円／4.8%

歳　入

7,444,000千円

歳　出

問
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■産業振興の強化
商工業用地及び住宅用地の見直し

用途地域変更業務 166万円新規

ハローワーク機能の充実
就業・創業する移住者への支援金 160万円新規

産業強化
産業振興センター強化のための補助金 227万円拡充
商工業の後継者支援のための補助金 48万円新規

農業競争力強化

災害復旧の取組、道路・橋梁の長寿命化、都市計画道路
の整備促進、道水路の維持修繕の強化、上下水道工事
の強化

観光強化

新規就農者支援事業 3,425万円
ワイン用ブドウ・カシスの特産化推進
水田を高収益作物を生産できる畑に
転換する再基盤整備（小六・乙事地区）

76万円

1,938万円

保育・教育施設の環境改善

資質・能力を育む新たな教育の推進

保育園の修繕・改修・備品購入 649万円
小中学校の修繕・改修 1,296万円

個別施設計画策定業務 778万円

運動スポット（おたっしゃ広場）増設 4,554万円拡充

拡充

幹線道路沿いの伐採によるライフライン
の保全対策

1,030万円拡充

富士見パノラマリゾートの施設改修に
充てる支出金

5,000万円

都市計画道路（富士見駅北通り線・
役場通り線）整備事業

9,940万円

学力向上のため授業改善・家庭学習の
習慣づけの推進と英語教育の充実

2,034万円

子育て支援
家庭で子育てを行う多子世帯への
補助金を第２子まで拡大

3,000万円拡充

包括的支援体制の充実
地域共生社会の実現に向けた包括的
支援体制構築の地域づくりを推進

1,781万円拡充

健康づくりへの活動にポイントを付与し
商品等を還元する仕組みを導入

500万円新規

井戸尻遺跡公園及び考古館等の維持
管理・文化財ガイド印刷・重要考古資料
保存修理活用等

■安心安全のまちづくり
防災力・災害対応力の強化

●事業予算一覧

避難所等のWi-Fi通信環境整備 79万円新規
避難所の空調整備 2,822万円新規

保育園の空調整備 3,324万円
ふれあいセンターふじみの空調整備 1,788万円

避難所の床・トイレ・外壁改修 3,907万円新規

ため池の耐震点検・ハザードマップ作成 900万円新規

河川の浚渫作業 300万円新規

移住定住推進チームの立ち上げ等の
移住定住対策

3,937万円拡充

地域おこし協力隊の人件費・活動費
（再掲）

4,555万円

一本松の家の非常用自家発電設備設置
への補助
農業の担い手育成・確保を推進する
ための助成金

711万円

327万円

橋梁の点検・個別施設計画策定業務 1,200万円
小中学校への校内通信ネットワーク
整備事業（ＧＩＧＡスクール構想）
富士見パノラマリゾート高圧配電
ケーブル更新工事

7,500万円

1億4,949万円

拡充

防災資器材の整備・個別受信機の設置 5,846万円拡充

河川の堆積土砂除去 500万円新規
道路ストック総点検 1,200万円新規
道路長寿命化修繕事業 1,003万円
橋梁修繕・点検 3,710万円

上水道維持管理事業 3億5,452万円
下水道維持管理事業 3億2,817万円

河川改修工事 1億460万円拡充

防災減災事業（再掲） 2億7,504万円拡充

■医療・健康・福祉の充実
健康増進プロジェクトの推進・健康寿命の延伸町の魅力を町内外へ発信するための

シティプロモーション事業
1,800万円

富士見森のオフィスを拠点としたテレ
ワーク推進事業

4,453万円

◆重要事業の推進

横断的なチームを組織し課題解決にあたる
「まちづくりプロジェクト事業」

53万円

◆庁内組織力強化

◆令和元年度からの繰越事業

※消防団員支援事業については、12ページをご覧ください

※

ボランティアによる学習支援「朝学・夕学」
の開催等

285万円

■子育て・教育支援の充実
信州型コミュニティスクールの推進

■健全財政の維持
公共施設等総合管理計画の見直し

2,355万円拡充

消防団員支援事業（住宅新築改修補助金
の加算・自動車運転免許取得補助・子育て
支援等）

423万円新規


